
会議等の名称 令和６年度 第 73 回広島県公民館大会 

活 動 実 績 

事業内容 

１ テーマ 

  地域全体で取り組む生涯学習と公民館の役割 

２ 趣旨 

公民館は、地域住民にとって最も身近な社会教育施設として設置され、教

育・文化の向上、ひとづくりや地域づくり、学びの拠点など、生涯学習の推

進に大きな役割を果たしてきました。 

一方、人口減少・超高齢社会の進行、価値観の多様化・地域社会における

人間関係や連帯感の希薄化など、地域コミュニティーを取り巻く課題が顕在

化しています。 

本大会では、これらの課題の解決に向けて、公民館として何ができるか、

その機能と果たすべき役割を考えます。 

２ 主催  広島県公民館連合会 

      第 73 回広島県公民館大会実行委員会 

【具体的内容】  

(1) 開会行事 

○公民館優良役職員表彰式等 

(2) 全体協議会【実践事例報告】 

○神石高原町油木協働支援センター 事務局長 赤木弘史 

～化石魅力プロジェクト～「西川化石標本室」から「にしかわ化石

館」へ 

  ○福山市藤江交流館 館長 杉原嗣彦 

「まちづくりサポートセンターふじえ」の活動 

(3) 記念講演 県立広島大学地域連携センター  鈴木康之 

    福山湾岸をめぐる歴史認識と生涯学習 

～草戸千軒町遺跡の研究成果から～ 

 (4) 閉会行事 

          

連携団体等 尾三地区公民館連合会 

参加者数  １４３人 

実績報告書 



事
業
成
果 

成 

果 

・公民館等活性化モデル事業及び優良公民館表彰で選ばれた公民館等の実

践事例を，日頃の成果として示すことができた。 

＜実践事例報告＞ 

○神石高原町油木協働支援センター （モデル事業） 

～化石魅力プロジェクト～「西川化石標本室」から「にしかわ化石

館」へ 

  ○福山市藤江交流館（優良公民館） 

「まちづくりサポートセンターふじえ」の活動 

・実践報告では、それぞれの地域資源を活用した先進的な取り組みを共有すること

ができた。また、記念講演では、とてもわかりやすく歴史を学ぶことができた。 

＜記念講演＞ 

 福山湾岸をめぐる歴史認識と生涯学習 

～草戸千軒町遺跡の研究成果から～ 

・講演では、地域の歴史を学ぶことがよりよい地域の創造になるとが実感できた。 

 

課 

題 

【課題】 

・８月（猛暑の中）の実施ということもあり、弁当配布を取りやめ午後からの開催とな

ったため時間的に余裕がなく、記念講演や全体協議会での質疑や意見交換等

の時間が十分に確保できなかった。 

・４年ぶりに対面で県大会を実施したが、今まで（コロナ禍前）の大会より実施参加

者が少なかった。広報等、もっと早くから各市町へお知らせする必要があった。 

【今後の取組】 

・実施時期については、県議会、各市町の議会等の日程を考慮し９月又は

10 月頃に調整する。 

・理事総会等を通して、年度初めに各市町に参加要請を徹底させる。 

 

参加者の反応 

（アンケート等） 
別紙アンケート参照 

 


